
１．　目標と評価規準

２．年間指導計画

学期 月

 

課題と産業との関連性を考え、課題を通じて自己の関わりと職業との
結びつきを考察する。

課題に関係する内容が、実社会・産業界において、どの様に利用され
ているのか、また、どの様な結び付きがあるのか、将来的に、どの様
な利用の仕方が考えられるか、課題と自己との関わりを基に職業との
結び付きを調査・研究する。

技能
（30％程度）

知識・理解
（20％程度）

年間指導計画に基づいて実施する使用教材等

思考・判断・表現
（20％程度）

2
学
期

9

10

11

12

一年間取り組んできた内容をまとめ、資料等の作成をし、発表の準備
と発表をする。
一年間取り組んできた内容を簡潔にまとめ、分かり易い資料を作成
し、視聴者を納得させるような発表をする。

学習用パソコンを用いて
情報収集、学習の記録
（写真、動画）をする。
学習用パソコンのプレゼ
ンテーションソフトを活用
して課題研究発表会の
資料作成をする。

評　価　規　準

課題研究に関する基礎的技術について関心を持ち、その意義や役割の理解を目指して意欲的に取り
組むとともに、工業の発展を図る創造的、実践的な態度を身につけている。

評価の方法

学習状況
積極性
リーダーシップ等

・作品製作、調査、研究､資格取得
  ・作品製作
  ・調査、研究、実験
  ・職業資格の取得

質問
発言内容
自己評価の内容
課題研究発表会等

作業技能
自己評価の内容等

課題研究を進める上で、諸問題の適切な解決を目指して広い視野から自ら考え、基礎的な知識と技術
を活用して適切に判断し、創意工夫する能力を身につけている。また、その成果を的確に表現すること
ができる。

課題研究に関する基礎的な技術を身につけ、安全や環境に配慮し、実際の仕事を適切に処理する能
力を身につけている。

評価の観点と比重

関心・意欲・態度
（30％程度）

研究の取り組み方
自己評価の内容等

課題研究に関する基礎的な技術を身につけ、工業の発展と環境・資源などの調和のとれた在り方およ
び現代社会における工業の意義や役割を理解している。

年間の教材費を一括徴収金で頂きます。

1
学
期

単元・教材名

4

5

6

7

備考

3
学
期

1

2

・課題研究発表と準備
  ・課題研究発表の準備と発表

主な学習内容 ICT利活用

生徒が進路希望や自らの興味・関心等に基づき課題を設定し、課題
解決のための学習を展開する。

・自己の在り方生き方や進路に
ついての考察
   ・職業と産業との結びつき

目標

教科・「科目」 工業・「課題研究」
単位数 学習形態

工業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決
の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

実習

学年

3 3

履修学科、必修・選択の別　等

機械科原則履修科目


